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{中真紀子
千葉大学教育学部助教授

私は、 Oi夜、 I歳、 2歳といった人生のごく

初期の子どもの生活や教育は、基本的には両

親や家族にまかされており、第三者がむやみ

に介入するものではないと考えています。そ

のため、幼児期の教育はこうあるべき、とい

うようなことを発達心理学の立場からいうこ

とはおこがましいと思うのですが、友人から

相談をうけた場合、私だ、ったらこう答えると

いうような話として聞いていただければと思

います。

発達心玉虫学を専攻していると、いろいろな

相談をうけます。「娘を賢く育てたいんだけ

ど、どこかいい幼児教室はないかしらJr絵本
をl万田読み間かせるといいと開いて、毎日

図書館から5間借りてきでは2巨lずつ計10回、

読んで、開かせているのO もう何千何回か聞か

せたんだけど、疲れてきちゃった。やめても

いいと思う?Jなどです。もう少し深刻で
[月々 7万円支払って3つの教室や塾に通わせ

ているの。最初はよかったんだけど、子ども

がだんだん笑わなくなってきたような気がす

るO 私、悪いことしているんじゃないよねJ
といった相談もあります。私にも維とした答

えはありませんが、「もう少し肩の力を抜いて

もいいんじゃないのjといったりすると、逆

に「それはちょっと考えが甘いんじゃないJ
といわれてしまうこともあるのです O

縫かに本屋にいくと『二子どもの知能は限り
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なくjr父親のための最新幼児教育学一幼克の
大脳発達から見た新しい教育の視点 j rO~ 

2歳の赤ちゃんの能力を伸ばす本(月齢別働き

かけアドバイスイすき)jrお母さんが伸ばす赤
ちゃんの知能-2歳で楽しく本が読めるけ

といった本がならんでおり、どの本にも[早

い教育がよい」と書かれています。また、メ

ールボックスには「何でも知りたい幼児期、

だから無理なく楽しい00教室一人間の脳の

配線は5歳までに80%できあがってしまいま

すJなどという宣伝がはいっていたりして、
私の娘はもう 12歳ですから「今となっては遅

いんじゃないか」と、暗携たる気持ちになっ

てしまうこともままあります。

ただ、本には確かにたいせつなことがたく

さん書かれていますが、それがどの程度、自

然な幼児への働きかけとしていかされている

のかと疑問に思うこともあります。例えば、

育児雑誌の相談コーナーには「私は、子ども

が生後10カ月のころから教材を買って幼児教

育を始めています。教材には、赤い点で書か

れている紙を見せて数をいわせるドットカー

ドや、文字や絵を覚えさせるフラァシュカー

ドなどがあり、 ESP遊びゃ暗示も奨励されて

います。 ESP遊びは、生まれたときに備わっ

ている予知能力やテレパシ一能力が加齢とと

もにだんだん衰えるのを訓練によって維持さ

せようというものです。暗示は夜、寝ている

子どもに向かつて rooちゃんはドットカー
ドが大好きですjrooちマんは文字を読むの



が大好きですjと、何度も繰り返し暗示をか

けるというものです。でも、そこまではなか

なかついていけませんjというような投書が

掲載されています。こういう形での働きかけ

が早期教育なのでしょうか。

世の中には生存に必要なケアがうけられな

かったり、 f誓待をうけたり、無視されたり、

放任されたりしている子どもたちが数多くい

ることを思えば、親が子どもの発達に気を配

仏教育に関心をもてるということは、つく

づく恵まれたことだと思います。 けれども、

高額な教材を買ってフラッシュカード、パタ

ーン刺激、暗示などでO~3 歳の幼児を訓練

するというような“早期教育"は、どんなも

のでしょうか。

早期教育ーの理屈はいくつかにわけることが

できると患います。

① 早くから教育を始めないとたいせつな

時期をとりにがすことになる O

② 今のうちにやっておけば、将来ゆとり

カすできる O

③ 幼稚闘や小学校の受験のための手段。

いわば必要悪。

しかし、いずれにしても、 3歳I誌の脳の可

塑性を強訴し、幼克は何でも学べる力がある、

何もしないのは親の怠慢だ、というような主

張が基調にあるようです。ほんとうにそうな

のでしょうか。

ここで幼克教育の現場を離れて、幼児の認

知発達に関する論文や本などの最近の傾向を

見ると、

-幼見には、教えることのできない生

得的な知識が備わっている

・その知識は、はいってくる情報に制約を

与えるような形で{動いている(認知的市Ij約)

・その知識は、例えば言語なら言語、知覚

なら知覚というようなかぎられた分野に特

定的に働き、特定の分野の能力をのばすた

めに役立つている(領域毘有性)

というような知見が頻出しています。

一方、養育者と幼泥の相互交渉を細かく観

察すると、母親(または主な養脊者)は幼兎の

発速に精密に反応し、その微妙な変化に対花、

していることがわかります。お母さんは特に

意識していなくても立派な教育を行っている

のです。このような知見にたてば、 f赤ちゃん
の脳が柔らかいうちに教えれば教えるほど龍

力は発達するJとか「早いうちにいろいろ教
えておけばあとでゆっくりすることができる i
というような考え方にだけ恭づく問一化され

た早期教育は、あまり適切ではないと思われ

ます。

そこで、生得的と思われる幼児の知識の例

をあげながら、養育者と幼児の相互交渉につ

いて説明することにしま

凶 l①は、衝立の左側から自い箱がはいっ

たら、右側から黒い箱がでてきた様子を表し

ています。このような悶を見ると、多くの大

人は、衝立のうしろは図 l②のようになって

いると考えます。つまり、白い箱がはいって

きて黒い箱をっき動かしたために黒い箱がで

てきた、と推論するのです。図 l③のように

白い箱は途中で止まってしまい、黒い絡が自

動的に動きだしてでてきたと考える入はあま

りいません。

主主議3カ月の幼児も同じように推論するこ

とがわかっています。これは、教えられなく

ても幼児がそう推論するように方向づける生

得的な知識をもっていることを示唆していま

す。

図2は、四隅にキャビネットを設置して、

植木や王手のおもちゃをおいた大きな部屋を天

井から見た様子です。このような部屋に幼児

を連れてきて、自の前でおもちゃをひとつの
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キャビネットに1"言します([ヌ!ではおもちゃの1"去

し場所は星印で示しでありますが、幼先には

この皇五pは見えません)。そして、幼児に目

しをしてぐるぐるぐるっと回して位置がわか

らなくしたあと、時隠しをとっておもちゃを

探させると、多くの幼克は右下の角のキャビ

ネットをまず探そうとします。植木の近くの

左下のキャピネットや、自動車のおもちゃの

近くの右とのキャビネットを探すことはあま

りありません。子どもは、植木や自動車のお

もちゃなど移動可能な事物ではなく、壁との

位置関係などもっと大局的で動かないものを

手がかりとして、キャビネットの位量を覚え

ているようです。つまり、右手に長い壁があ

り、正I国に短い壁があるというような大局的

な位置関係のなかで、事物の場所に対する

をつくっていると考えられます。

どうして、そのような記憶がつくられるの

でしょうか。また、どうして、そのような大

局的なものを手がかりにするのでしょうか。

それに対する答えとして、そのような知識を

あらかじめもっていたからこそヒトはj旬i太さ

れず、に生き残ってきたと考えることができま

す。このような知識があれば、 LLiが雪に覆わ

れでも、緑が生い茂っても、大局的な位震関

係から岳分の住家を克つけだすことができた

でしょう O このような進化論的な説明をせざ

るをえません。このような位量に関する記'搭

のしかたも、また生得的な知識のひとつとい

えますc

① ② 

川

また、ポーランドの幼児を被験者として行

われた実験で、は、生後 12時間で言語音と人工

を開きわけ、 4日で母語であるポーランド

語とロシア語を、 6カ月でポーランド語の音

節と英語の音節を向きわけることが報告され

ています。これだけの区間が可能であれば、

幼児のうちにロシア語もフランス誌も、日本

語も中間語も背わせたらよいと思われるかも

しれません。しかし、これはほかの言語を切

り捨てて母語で、あるポーランド語だけに脳の

発達を特化させていく過程と見なすことがで

きます。そのような制約も生得的な知識によ

るものといえます。

また、語葉の獲得においては次のような制

約が注百されています。例えば、 2歳児に図3

右を示し、 「これlは土{や和ji町iJJ 
幼児(は土おそらく 11リjンコゴゴ、や、'Jと答えますO 次に、
幼児が問いたことがないような言来葉今をもちだ

して「ベナポはどつちカか、なjと尋尋一ねてみますO

すす一ると、幼児はそれまでに見たことがない事

物のほう(図3 を指すでしょう。幼克は新

しい名称“ペナボ"をすでに知っているリン

ゴという事物に章ねて与えることはしません。

新しい名称は、新しい事物につけるのです。

これも幼見が言語に関しでもっている生得的

な知識といえます。

このような生得的な知識は、はいってくる

情報をむしろ制[挺するように{動いているとい

② 

えるでしょう。幼克の

楢は、はいってくる'1吉

報を何でもどんどんイ

ンプ yトして賢くなる

というものではないよ

うに見えます。

国1 障害物の背後に隠れた事物の動き (Sp巴ike、1995を参照のこと)
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定
囲2 場所の記憶。星印の場所におもちゃが

隠しであるO
(実際の部震では星印はついていない)

ここで、少し視点をかえてわが家で、収集し

た言語データを紹介します。

私は言語発達に関心があるので、娘たちが

幼いころ食卓にテープレコーダをおいて週に

1面、会話を録音していました。

そのころの私は、育児と仕事で毎日を生き

るのが精一杯、子どもの教育なんて考える余

裕もない、という感じでした。けれども、そ

のような母親でもどうやら子どもの言語発達

に関しては、適切な環境を整えてやっていた

ようなのです。

私は最近、助数詞に注目して言語発達を研

究しています。助数詞とは、 i枚、 2枚、 i

匹、 2匹……など事物を数える際に用いる接

辞です。劫数詞は、「これが f枚jですJと
か「あそこに『匹jがいるJというように…単
独で使われることはありません。数字と一緒

に用いられます。つまり、枚や匹に対応する

事物があるわけではないため、助数認は言語

獲得において興味深い研究対象となっていま

す。

助数詞はどのように獲得されるのでしょう

か。このことを調べるために、食卓で録音し

た2歳Oカ月から 2歳 11カ月までの 1年間の

図3 未知物とリンゴ

表1 食卓で用いられた助数詞の種類と頻度

誰が用いるか 助数詞

父←→母 杯、本、週間、目、時間

分、秒、円、万、千、百

ミリ、ケース

母←→子(少) 口、入、歳、キロ

母←→子(多)図、側、つ

会話をテープ起こしして記録したところ、

10，441発話を数えることができました。

10，441発話のなかで、母親と父親、母親と子

どもがそれぞれどのような助数詞を使ったか

を数えた結果が表 Iです。わが家もご多分に

漏れず、いつも父親が剥奪されており、テー

プレコーダを設宣した食卓に夫がいたのは I

年間を通して2囲だけでした。それで、も夫と

私の間では[杯][本][週間]など多くの助数

詞が使われています。それに比べ、子どもと

私の間でイ吏われた助数認はたった7種類だけ

でした。そのなかでいつも使われていたのは

[回][偲][つ]の3種類だけです。

図4に、子ども側の[思][11!!l] [つ]の領用

頻度の変化を示します。最初のころは回を多

く使用し、 fおいも、もう l回JIカボチャ、
もう 1間Jなどといっていました。次に「カ
ボチャ、もう 111!!lJというようになり、最後
に[つ]が使われ「カボチャ、もうひとつj

というように変化していきます。

そこで、母親と子どもの助数詞の使用の対

早期教育の諸問題(3) 161 



広く 2歳、 3歳、 4歳の子どもとその母親を対

象に調査を行ってみましたO 調査材料として

は、アメやクッキー、スプーン、お盟などの

材料を用いました。

母親に国6のような図版を見てもらい、そ

こに描いてある事物をその数だけ子どもにと

ってもらうように指示してもらいます。お母

さんは国版を見ながら「たっくん、スプーン

とって。 2本だよ。はい、ひと一つ、ふた一

つo 21固とれましたJというように指示をだ
しますが、その擦に寵用した助数詞を記録し

ていきます(関7)。

次に、とってもらっ

たものを子どもに数え

てもらい、子どもがど

のような助数詞を使う

かを謂べます。例えば、

スプーンを「ひとつ、

ふたつjと数えるかも

しれないし、「いち、

に」と数えるかもしれ

ません。

最後に、母親に、さ

っき子どもに対して行

った課題を大人に対し

てやってもらいます。

つまり、大人の助手に、

アメやクッキ一、スプ

ーン、お盟をとっても

らうわけです O このと

きはだいたい「すみま

せんが、スプーンを 2

本お願いします」とい

うような指示になりま

す。

図8は、 2歳児の母

親、 3歳児の母親、 4

歳児の母親が、大人に

対してどういう助数詞

r，G関係について調べたところ(園5)、子ども

が〔田]を使っているときは母親も[囲]を使

い、子どもが[倒]を使っているときは母親も

[個]を使っているという、きれいな対応関係

が見られました。つまり、お母さんは[届]

[個][つ]をいっぺんに示すので、はなく、子ど

もの準備ができたときに必要な分だけ適切な

助数詞を使っているわけです。

しかし、この結果は言語発達に関心をもっ

ている私の家庭でえられたものなので、一般

的ではないかもしれません。そこで、もっと

ロ[回]

臼[個]

関[つ]

8 

6 

4 
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子どもによる[図][個][つ]の使用頻度の変化図4

母親と子どもによる助数認の使用の対応関係
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国 6 2~4 歳見を対象とした助数詞調査に

使用した図版

を鈍ったかという結果です。頻度が高い助数

語は薄いお血を指す場合の〔枚]、ポッキーや

スプーンなど細長いものを指す場合の〔本]で

した。カップの場合だけは[杯]ではなく、ひ

とつ、ふたつなど[つ]を使うことが多かった

のですが、搬妙、な材料なので少しおいておき

ます。では、この母親たちが子どもに話しか

けるときはどうでしょうか。

2歳見の母親は〔倒]や[つ]などの一般的

な助数請をたくさん領っています(図7L3歳
児の母親では[本]ゃ〔枚]を使う率がふえ、 4

歳児の母親では日限]や[つ]よりも[本]や

[枚]のほうが多くなっています。つまり、母

親は子どもの使っている語棄に対応させて自

分の語棄を変化させているのです。

母親は、子どもが「スプーンは2(に) ! J 
などと数だけを答えたときに、 fそう、ふたつ

ねjなどと〔つ]をつけて応答(フィードパッ

ク)することがあります。そのような言い換え

を含むフィードパックについても調べてみま

した(罰則 O すると、子どもが 12! Jと数
えたものを母親が「ふたつねJと言い換えた
り子どもが 12個!Jと数えたものを母親が
「はい、 2本ねjと言い換えたり、フィードパ

ックの種類と頻度も年齢に応じて変化するの

がわかりました。言い換えの多くは「はい、 2

f回ねJ1はい、 2本Jというような肯定的なフ
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図8 母親の大人に対する助数詩の使用

2歳児の母

イードパックのなかで行われています。「違う

でしょ O 薄いものは[枚]で数えるんでしょJ
というような雷い換えはほんの数例だけでし

た。

おわ01こ

まとめると、子どもには教育できない生得

的な知識が備わっており、それははいってく

る情報に制約を与える形で、領域国有的に働

いていると考えられます。また、母親と子ど

もの相互交渉の過程を見ると、母親は実によ

いタイミングで必要なものを必要なときに提
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園9 母親によるフィードパックの生起頻度

示しているように思えます。それは、 12カ月
齢見には、これJとか 13カ月齢児には、こ
れjというようにつくられたタイムテーブル

;こ沿って、インストラクターカfフラッシュカ

ードやパターン刺激をだしてくるのとは違い

ます。こういったことを考えあわせてみると

「どうしたらいいと思う ?Jという相談に対し

ては、やはり「あまり屑に力をいれないで、

164 パネルディスカッション

お金も時間もかぎられているんだから、楽し

いことに使ったらjと答えるしかない気がし

ます。

なお、「幼児の生得的知識」であげる事例に

ついては Spelke(1995)を、「幼児の言語獲得J
であげる事例については Karmiloff-Smith

( 1992)を参考にしました。
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